



Information and communications technology education to prevent internet addiction










Abstract：When providing information and communications technology (ICT) education in higher 
education, it is essential to understand the rapidly evolving environment of students’ use of 
communication devices. There is a growing trend of young people turning away from using personal 
computers due to widespread adoption of smartphones. As internet connectivity, social media, and 
online video sites have flourished, internet addiction has arisen as an emerging social problem. 
Reports of negative physical and mental effects on young people are also growing. Given this 
situation, we should consider how to provide ICT education that not only promotes internet literacy 
but also includes healthy ways to interact with the ever-expanding information environment. In 
this paper, we examine internet addiction based on surveys of high-school and college students in 
Nagano Prefecture, Japan. Among the findings, we found, for example, that internet addiction tends 
to adversely affect student bedtime, that college students are more seriously attached to internet use 
as a part of their lives, and that college students were at higher risk of moving from “addiction” to 
an “abuse” stage of engagement.
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該当数 489人 260人 229人
メール 81.0% 78.5% 83.8%
SNSサイト等 51.3% 49.6% 53.3%
メッセージやチャット等 46.6% 44.6% 48.9%
調べもの 73.0% 73.1% 72.9%
ゲーム 51.5% 63.5% 38.0%





























































































































































2 4.8 0 0.0
３．持っていない 8 19.0 2 9.1













18 42.9 2 9.1
１年以上
２年未満
4 9.5 4 18.2
２年以上
３年未満
2 4.8 7 31.8
３年以上
４年未満
13 31.0 5 22.7
４年以上
５年未満
3 7.1 2 9.1
５年以上 2 4.8 2 9.1



























































メール 18 54.5 17 85.0
SNS 19 57.6 18 90.0
メ ッ セ ー ジ や
チャット
13 39.4 11 55.0
調べもの 28 84.8 18 90.0
ゲーム 21 63.6 13 65.0
音楽や動画等の閲
覧
22 66.7 14 70.0
音楽や動画等のダ
ウンロ ドー
10 30.3 6 30.0
買い物やチケット
の購入











１時間未満 2 4.8 0 0
１時間以上
２時間未満
5 11.9 4 18.2
２時間以上
３時間未満
8 19.0 5 22.7
３時間以上
４時間未満
7 16.7 7 31.8
４時間以上
５時間未満
2 4.8 3 13.6
５時間以上 17 40.5 3 14.3











５時間未満 １ 2.4 ２ 9.1
５時間以上
２ 4.8 ３ 13.6
６時間未満
６時間以上
６ 14.3 ８ 36.4
７時間未満
７時間以上
５ 11.9 ５ 22.7
８時間未満
８時間以上




８ 19.0 １ 4.5
10時間以上 ６ 14.3 ０ ０


















































24時までに寝る 1 6 3 8 0 2 20
24時以降に25時までに寝る 1 2 8 6 5 7 29
25時以降に寝る 0 1 2 0 0 6 9





一度インターネットを始めると，最初に心に決めたよりも長時間インターネットをしてしまう。 .886 -.018 -.102
“やめなくては”と思いながら，いつもインターネットを続けてしまう。 .808 -.046 -.067
インターネットをしていて，計画したことがまともにできなかったことがある。 .709 .057 .065
インターネットをしているとき，思い通りにならないとイライラしてくる。 .697 .029 .165
インターネットをしているために疲れて授業や業務時間に寝る。 .467 -.084 .170
インターネットをすると気分がよくなり，すぐに興奮する。 .402 -.031 .259
インターネットの使用を減らさなければならないといつも考えている。 .353 .211 .106
インターネットをしたとしても，計画したことはきちんとおこなう。 -.032 .812 .155
疲れるくらいインターネットをすることはない。 .312 .726 -.191
インターネットの使用時間をみずから調節することができる。 -.246 .545 .116
インターネットができなくても，不安ではない。 -.218 .419 -.193
インターネットができないとそわそわと落ち着かなくなり焦ってくる。 .022 .012 .941
インターネットができないと，どんなことが起きているのか気になってほかのことができない。 .178 .004 .549
因子間相関 1 2 3
1 − -.424 .515
2 　 − -.214















M SD M SD
ネット依存 2.1107 .59519 1.9545 .49169 1.05
ネット健全 2.7063 .59519 2.8295 .48419 0.84












M SD M SD
ネット依存 1.8878 .50437 2.2987 .61074 2.88**
ネット健全 2.7083 .62205 2.7045 .55440 0.02










































































































































































































中尾 茂子，北原 俊一，加藤 暁子，風間 文明，安達 
一寿（2012）「大学初年次の基礎的情報教育受講に
よる学習効果の分析」日本教育情報学会第28回年会




















神健康に関する実証的研究」『Journal of Japanese 
Clinical Psychology』26（１）, pp.72-83
山口健太（2016）『モバイルの現在と未来』「第32回 「若
者のPC離れ」批判は的外れ，そこに生産性向上のヒ
ントあり」<http://www.nikkeibp.co.jp/atcl/column/ 
15/yamaguchi_kenta/081900037/?rt=nocnt>（2017
年１月14日アクセス）
227
